
四
月
ま
で
に
十
側側欄開閉A

路
線
を
舗
装
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排
水
工
事
は
六
路
線
を

ま
せ
ん
。

後
様
か
ら
提
出
さ
れ
ま
す
務

綴
・
隊
機
、
も
ふ
人
説
中
誌
が
送
路
舗
装

主
悼
耐
水
設
備
で
お
め
ら
れ
て
お

ち
ま
す
。

中
市
で
は
、
こ
れ
ら
を
湾
総
い

た
し
ま
し
て
昭
和
怨
十
六
年
皮

予
算
会
総
ん
だ
わ
け
で
す
が
、

す
べ
て
の
議
論
品
者
約
抑
制
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。術工会前排水

多重電器き公園排水
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す
で
に
、
昭
和
総
十
六
年
庶

務
暗
部
と
し
て
、
開
間
十
路
線
に
わ

た
号
制
肺
炎
何
万
メ
ー
ト
ル
、
滋

組
慌
に
し
て
一
一
一
万
一
千
事
力
メ
ー

ト
ル
を
綴
姿
、
設
水
ヱ
奈
川
同
一

千
日
本
一
樹
d
F
i
ト
作
行
な
り
て
ま

事主

蹴
輔
さ
ん
の
う
ち
に
は
、
金
制
酬

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、

採
火
の
総
数
金
受
領
の
際
と

か
、
原
務
終
斜
光
開
職
mw
附
聞
と
か
に

「
源
泉
徴
級
制
柄
拘
捌
」
常
的
納
付
き

れ
た
緩
臨
概
念
お
持
ち
の
万
却
炉
少

な
く
な
い
を
え
窓
い
ま
す
。

と
の
よ
う
な
絞
殺
誉
総
和
四

十
六
年
中
に
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
も
う
一
度
そ
れ
は
余
分
の

制
部
品
部
で
は
な
か
っ
た
か
ど
う
か

を
ふ
り
滋
っ
て
み
ら
れ
ま
し

て
、
も
し
余
分
の
税
金
で
お
る

と
と
が
わ
か
号
ま
し
た
ら
、
今

す
ぐ
「
開
閉
和
和
田
十
六
年
分
の
所

得
税
mv
議
開
品
申
告
書
」
を
日
間
戸

税
務
務
へ
採
山
州
各
れ
、
余
分
の

割
悦
金
の
送
付
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
掃
す
続
き
を
し
て
く
だ
在

、G
も
M
V

す
で
に
、
燃
料
州
間
十
五
年
分

に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
季
世
料

金
古
さ
れ
ま
し
た
ガ
は
、
組
制
持
a

税
務
閣
制
約
駒
内
だ
け
で
約
八
千
七

百
人
N
U
上
的
多
き
に
透
し
て
お

号
ま
す
。

な
お
、
申
告
湾
緩
や
そ
の
滋

樹
議
闘
は
、
税
務
署
、
占
出
品
質
郊
に

あ
9
ま
ナ
。
円
昭
和
四
十
五
年

分
に
つ
い
て
災
淡
の
あ
っ
た
方

税
金
の
納
め

い
9
ま
し
た
が
、
時
間
る
一
ニ
月
末

お
ま
で
に
十
一
路
線
の
餓
裟
ヱ

本
と
六
絡
線
の
後
水
工
務
な
予

措
定
し
て
お
り
ま
す
。
〈
湘
試
を
品
静

附
附
く
だ
さ
い
〉

納
め
遜
ぎ
の
方
は
確
定
市
総
獄
後

は
あ
り
ま
せ
ん
か

5誌在ヱ喜善 '11J}栄地うもの市道審議蓄量 :ε 事

H
L
H
陣
、
税
務
暑
か
ら
一
月
中
に

お
滋
争
し
ま
し
た
。
〉

お
っ
て
、
と
の
滋
品
刊
を
受
け

ら
れ
る
た
め
の
慾
針
縫
は
、
一

月
一
日
以
後
挙
珍
に
お
衡
し
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
選
付
金
d
M

思
く
網
開
っ
て
き
ま
す
。
一
二
月
中

旬
に
恥
抑
制
闘
し
に
な
り
ま
す
と
、

還
付
金
が
悶
月
以
後
に
な
る
場

合
も
あ
9
ま
す
。

と
の
悶
T
め
に
出
向
し
た
方
が
鵡
刊

で
あ
る
と
い
う
ぷ
じ
つ
き
ま
し

て
は
、
期
間
相
↑
掛
地
品
判
中
北
背
骨
鱒
を
お

出
し
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
方

も
十
分
ど
蜜
意
願
い
ま
し
て
、

今
年
こ
そ
は
確
定
申
告
書
潟
紙

が
お
挙
も
k
に
ぷ
き
ま
し
た

ら
、
折
返
し
お
山
出
し
に
な
ら
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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一
四
一
叫
伐
の
共
同
説
明
会

所
得
税
〈
機
物
此
出
叩
倹
骨
髄
V

、

州
問
人
事
業
、
仲
間
民
税
の
叩
試
し
い

由
叩
恥
刊
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

次
め
と
和
号
共
闘
開
設
務
会
を
行

な
い
ま
す
の
で
附
偶
然
脅
は
お
い

晴
、
く
だ
さ
い
。

総
付
に
譲
渡
所
得
、
古
市
僻
地
仙
川
誠
W

等
に
つ
い
て
は
、
複
雑
化
し
て

お

p
ま
ず
み
で
、
と
の
機
会
に

正
し
く
潔
解
し
て
い
た
だ
き
寧

佼
を
お
緩
い
い
た
し
ま
す
。

限
時
二
一
月
十
自
(
木
〉

午
後
…
臨
吋
か
ら
三
誇
宮
で

務
部
問
日
市
役
所
二
働
問
大
会
議
蜜

W

訳
出
席
の
祭
は
、
取
批
判
縁
側
m

紙
等
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
の

う
え
鉛
鼎
耕
し
て
く
だ
さ
い
。

1>ド1t.f;j69.3銭滑に入ちます

こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
で
す
が
、
そ
の
#
賛
同
民
織
成
段
、

出
回
こ
の
醐
紙
撤
中
小
作
料
は
、
小
つ
ぎ
の
よ
う
に
笈
め
ら
れ
て
お

作
料
協
議
会
の
怒
悶
A
h
g
定
め
た
り
ま
す
。

よ
守
、
農
業
委
員
会
総
会
で
、
的
指
見
し
手
を
代
爽
ず
る
お
一
品

一
一
一
院
丹
市
謀
総
ま
で
に
決
笈
さ
れ
る
人

予
慾
で
す
。
決
怨
さ
れ
た
標
準

M
W

絞
り
ヂ
安
代
表
す
る
者
五

小
然
科
は
、
今
総
分
の
小
作
料
人

か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
的
門
学
識
級
敬
老
蕊
人
以
内

て
い
ま
す
o

な
お
ζ

の
療
機
小
稔
孫
子
市
農
業
委
員
会
で

作
終
は
、

mm殺
問
問
十
五
年
十
月
は
、
併
殺
材
陣
ご
と
に
農
業
委
員

一
日
の
幾
織
法
改
源
以
眠
時
に
、
が
、
掛
閑
齢
制
的
う
え
推
せ
ん
し
て

賃
貸
借
契
約
し
た
分
か
ら
滋
潟
き
た
委
員
後
裕
翁
の
ゆ
か
ら
、

き

れ

ま

す

。

泌

総

の

綴

合

で

、

計

十

紙

袋

の

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
M
M
飽
か
カ
を
、
祭
員
と
し
て
祭
瞬
時
し

ら
の
制
強
約
分
に
た
い
し
て
は
、
て
、
殺
間
関
子
市
小
作
作
付
抽
出
議
会

法
改
正
後
十
年
開
問
泳
、
今
ま
で
を
桑
田
此
さ
せ
ま
し
た
。

ど
お
り
の
統
総
小
作
料
一
か
、
そ
以
上
簡
単
に
、
繍
議
小
作
り

の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
と

k
に
な
と
、
小
作
料
鵠
閣
議
会
の
こ
主
い
い

る

わ

け

で

す

。

つ

い

て

の

ペ

ま

し

た

が

、

祭

準

@
小
作
料
油
揚
紬
縮
会
は
、
愛
業
小
作
科
が
蕊
災
に
決
定
さ
れ
ま

養
員
会
か
ら
鍛
祭
事
れ
た
後
添
し
た
ら
、
の
ち
ほ
ど
そ
の
内
容

小
作
料
村
に
た
い
し
て
、
会
総
攻
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

閥
開
い
て
、
笠
岡
品
を
の
べ
る
わ
け
ず
。品

問
齢
酷
織
の
で
き
る
方

748 

献

患

に

ど

議

力

を

M
M

一
一
丹
十
二
日
市
役
所
で

血
液
凶
弘
、
医
療
や
受
瑞
掛
か
料
開

幾
ナ
る
に
し
た
が
い
、
手
僚
や

交
鴻
鵡
事
故
に
よ
る
品
応
急
を
救
う

た
め
殺
虫
の
議
冷
却
ザ
ご
と
に
増

加
謝
し
て
お

p
ま
す
。

帥
肌
印
刷
は
、
附
開
E
h
が
お
互
い
ぷ

助
け
合
い
の
鱗
愉
押
に
よ
っ
て
、

翰
胞
を
必
髪
、
6

・
ず
る
人
の
た
め

に
廃
液
を
提
訴
す
る
こ
と
マ

す
。
紋
盗
事
れ
た
人
が
不
幸
に

し
て
品
輸
出
胤
が
必
謝
買
に
な
っ
た
と

き
は
、
保
存
食
後
が
後
先
的
に

帯
地
一
渇
さ
れ
ま
す
の
で
、
附
明
る
い

紙
会
全
恥
げ
る
た
め
に
も
際
換
を

お
蹴
闘
い
し
ま
ナ
。

ま
た
今
年
も
移
動
総
出
品
議
に

よ
る
獄
盛
を
次
の
と
お

9
行
な

い
ま
す
の
で
ど
協
力
く
だ
さ

、。品
楓
恋
臼
時
二
一
丹
十
二
回
M

午拙嗣

九
臨
時
三

+A甘
か
ら
午
後
ヌ

勝
ま
で

場
所
日
常
役
所
応
蘭
宏
総
務

品
問
絞
殺
の
蜜

}
閣
の
帥
胤
山
地
設
は
二
百
J
餌

(
牛
乳
ピ

y
一
本
線
絞
}
で
誉

議
成
人
的
場
合
、
体
内
の
念
品
胤

淡
婚
の

1
/
n
I
1
/お
で
す

か
ら
線
級
に
は
t
k
h
隊
あ
ち
ま
せ

ん
G十

六
歳
以
上
で
六
十
五
歳
未

謁
の
方

体
需
品
問
刀
子
仲
林
間
関
十
笈
均
、
女

子
は
問
問
十
L

時
以
上
の
方
で
磁
波

比
獲
が
…
‘

or札
一
一
以
上
母
方

@
品
開
牛
車
の
で
曹
な
い
会

附
概
踏
倒
し
て
い
る
方
、
ま
た
遜

会
六
カ
月
以
内
に
綬
植
樹
し
て
い

た
方
。康

後
六
カ
ロ
月
以
内
の
ガ
で
関
部

制
仰
が
柑
開
市
臓
で
き
な
い
と
鈴
務
L

た
ガ



昨
年
の
火
災
発
生
五
十
件

一
日
十
五
万
西
千
円
が
次
に
刀

今
必

一
消
防
本
郊
で
は
鈴
年
に
お
け

一
る
市
内
の
火
災
、
救
急
状
況
を

一
次
め
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。

一
火
災
件
数
は
五
十
件
で
、
焼

一
失
巡
績
は
縫
物
が
一
ヱ
ハ
ニ
・

役
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
林
野
が
一

発
中
ハ
ヌ

0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
そ
5

1

的問一一一

O
九
二
人

万
平
方
メ

今
L
M
E
Z守

'
p
d
v

年

，

側

側

側

総

務
一
見

一
後

一
綴

…
故
後
一

一
爾

一
…
紙

…
数

二
低
け

び

糊

あ
紙

っ
て
お
号
ま
す
。

こ
れ
ら
の
原
丙
に
つ
い
て
み

ま
す
と
、
焚
火
柏
木
・
始
末
以
伊
一

議
多
〈
十
件
、
つ
い
で
タ
パ
窃

の
投
開
り
協
闘
で
、
園
出
呂
釜
の
取
9

設
い
京
総
窓
が
各
大
将
、
子
供

の
火
遊
び
聞
出
品
作
と
な
っ
て
お

号
、
詳
細
は
制
加
畿
の
と
が

9
で

す
。
ま
た
、
大
災
に
な
っ
た
め

は
い
ず
れ
も
ち
ょ
っ
と
し
た
不

仲
院
議
が
康
問
問
主
役
っ
て
い
る
も

わ
で
、
名
人
一
人
一
人
が
火
災

に
対
し
て
認
識
安
も
お
、
自
分

の
と
と
ろ
で
は
終
対
に
火
災
を

起
こ
さ
な
い
と
い

5
気
持
合
終

っ
て
い
れ
ば
、
い
ず
れ
も
決
然

に
時
掛
川
り
だ
も
の
ば
か
れ
ツ
で
す
。

な
h

晶
、
千
端
知
数
に
お
け
る
隊

年
の
火
災
沖
州
、
出
火
件
数
ス
千

開
悶
夜
穴
十
二
件
、
協
純
物
地
拙
灸
一
揖

轍
掛
か
八
万
一
4

士
一
夜
二
平
方
d
F

l
ト
そ
綴
慾
見
積
絹
聞
は
三
十

開
問
億
八
千
二
十
自
問
十
一
方
関
川
余

ち
で
、
こ
れ
に
よ
り
流
十
五
人

3
a

，ョ，、
a

，-a
E
d
'
3

・F3
a
F
3量
よ

市
営
仲
間
匂
め
入
鼠
問
者
安
次
万
五
千
九
一
ね
九
十
九
回
け
ま
明
、
@
入
浴
申
し
込
み
品
鳴
が
紋
日

の
と
お
守
移
築
い
た
し
ま
す
@
技
淡
親
族
が
間
同
人
の
機
会
浴
の
…
一
戸
数
を
と
え
る
機
合
同

の
旬
、
入
品
泊
希
怨
品
鴨
川
貼
所
定
同
協
山
棋
入
基
暗
中
結
納
が
官
同
十
一
一
万
以
滋
考
委
員
会
が
災
後
を
潟
叩

む
申
読
書
績
を
納
税
出
し
て
く
}
千
九
溺
九
十
九
回
り
ま
で
澄
し
、
絞
JM
官
わ
期
間
窮
す
る
後

w

だ
さ
い
。
③
絞
幾
開
戦
耕
艇
が
五
人
の
談
合
会
い
が
ぶ
い
も
り
か
ら
入
緑
町

入
臨
輔
掛
貫
絡
は
附
桝
入
薮
暗
中
組
制
が
後
十
入
万
者
合
決
由
A

W

O

市
内
に
際
依
す
る
も
の

μ
U
4
5
九
百
九
十
九
関
川
ま
で
@
人
民
間
選
考
す
る
場
合
盆
ば

ま
た
は
期
尚
楽
然
宅
に
思
っ
て
@
漢
に
駒
内
総
し
、
ま
た
は
開
門
宅
の
悶
蜘
別
級
品
誌
の
定
め
緩
い

い
る
こ
と
が
関
良
で
あ
る
麗
し
よ
号
左
す
る
鋭
談
ハ
岬
閉
鎖
も
れ
り
に
つ
い
て
は
公
開
開
始
せ

市
甲
南
申
し
込
み
し
た
務
に
お
銭
紛
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
ん
に
よ
9
入
院
抑
品
鳴
を
決
定

い
て
、
そ
れ
絞
っ

1
1
t〈
〈
〈
2
1
1
J
3
t
(
{
J
1
4
1
{
d
家
賃
八
千
門

会

寝

室

川

市

営

住

宅

入

居

者

募

集

〈

役

い

の

芸

す
る
も
の

r
i
t
}
L
{
(
J
1・
1
f
}
}

、，e
l
e
-
-
{
J
7
L
券
集
戸
数
一
一

}
@
扶
養
親
族
が
}
人
目
場
銭
慾
鈎
係
と
路
線
的
事
僚
に
あ
回
一
一
戸

間
合
は
如
棋
入
総
準
額
以
伊
λ
九
る
も
の
。
そ
の
品
部
幾
約
者
役
会
規
絡
一
一
…
nu

紙
万
五
千
九
百
九
十
九
開
は
ま
す
h

ど

が

あ

る

こ

と

諸

制

緩

地

我

孫

子

市

内

悶

秀

慣

で

ィ

出

申

し

込

み

方

法

入

醐

縮

予

定

問

問

級

協

十

七

年

粧

品

W

狭
義
純
輸
艇
が
一
一
人
の
場
品
田
市
営
践
で
入
射
申
込
察
側
月
十
釘

鴨
川
合
は
絞
入
畿
地
中
核
が
九
七
@
術
劇
問
山
間
宅
入
居
鋼
嗣
噌
搬
入
間
晴
抽
出
品
目
制
明
和
問
問
十
七
年

む

四

万

一

4
T
九
百
九
十
九
開
け
ま
@
絞
殺
問
問
十
六
年
給
与
支
払
一
一
月
ゴ
ロ
か
ら

四

で

い

笈

閥

明

書

灘

一

一

万

一

一

十

八

良

川

@

挨

幾

綴

僚

が

一

二

人

の

場

品

盟

関

陣

拙

総

務

緩

明

書

ま

で

A

A

柑
羽
山
比
較
入
基
準
輯
掛
け
か
博
開
凶
入
間
縮
滋
考

機
智
官
見
積
蛸
聞
は
ぷ
千
六
世
田
一
一
一
十

九
万
笈
4
1
悶
川
で
、
一
叫
昨
年
の
一

千
問
問
滋
十
三
刀
聞
け
に
ぬ
ぺ
約
五

僚
に
ふ
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
抽
出
鈴
袋
発
足
以
来
絞

高
で
、
胸
部
口
H

「
五
万
約
千
附
け
に

う
ま
る
掠
れ
の
給
滋
が
閥
抗
に
な

り
、
又
一
名
の

蜘
暗
い
人

命
名
失

事費広

火災党知lJU状況

11告書生

の
疑
者

と
三
世
田

十
八
人
の
食
品
楠

翁
会
山
叫
し
て
お

9
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
内
宝
塚
日
防
総
絡
し
、
も
っ

と
も
火
災
に
な
ち
や
す
い
察
側
即

が
続
き

ま
す
の

で
、
火
の
一
%
に

は
十
分
き
を
つ
け
る
よ
う
お
緩

い
い
と
し
ま
す
。

救
急
出
動
は
七
一
二
三
件

教
軸
職
出
動
件
数
は
b

私立一一一一何

で
一
日
子
均
一
一
件
と
な
勺
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
実
際
に
府
搬
出
関

義
援
線
機
関
に
絞
送
し
た
科
数

は
六
一
一
六
件
で
じ
じ
七
人
と
な

っ
て
お
ち
ま
す
。
紋
晶
差
別
に

み
ま
す
と
、
急
病
に
よ
る
出
動

が
一
番
多
く
一
2
m
m
二
件
、
つ
い

で
父
滋
準
紘
一
七
人
件
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
愈
療
に
よ
る
隙
致
察
緩

め
中
に
は
、
教
品
位
ぽ
中
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
衰
の
数
急
務
放
に

波
燃
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
タ
タ

vー
代
り
主
階
部
わ
れ
る
よ
う
な

も
の
も
た
く
さ

ん
あ
ち

主
し
た

救急種別発生状況

と
の
よ
う
な
後
納
酬
に
よ
る
泌
動

ゃ
に
、
も
し
誕
の
教
急
事
欽
け
か

起
こ
っ
た
場
合
、
必
殺
に
支
障

な
き
た
す
わ
け
で
あ
り
ま
す
の

で
、
救
急
商
品
の
務
授
は
次
の
よ

う
な
潟
合
に
間
関
る
よ
う
お
綴
い

い
と
し
ま
す
。

。
災
轡
に
よ
り
徐
じ
た
事
総

。
同
胞
外
に
お
い
て
生
じ
た
事
故

。
公
銭
円
出
入
つ
す
る
場
所
に

お
い
て
起
き
た
察
飲

以
上
の
よ
う
な
慈
放
に
よ
る
傷

病
者
で
附
脱
線
描
償
問
問
、
そ
の
品
臨
へ

』
務
ゑ
に
州
開
送
す
る
必
勝
.
の
あ
る

毛
め
、
ま
た
は
、
緩
外
に
お
い

て
生
じ
た
彩
飲
で
援
策
串
官
官
僚

療
線
開
問
、
そ
の

抽
出
に
緊

急
微
送

/'. 
iI与も

昭和46年度火災発生原鴎
す
る
た
め
の
適
当
な
手
段
が
な

い
場
合
に
後
ワ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
お
淡
に
録
し
て
の
瞬
間
税
制
が

し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
ん
が
、
お

野
ネ
ズ

d

ミ
駆
除

齢
制
ネ
ズ
ミ
の
相
府
議
は
作
品
判
姐
棋

院
唱
の
大
き
な
隊
出
関
と
な
っ
て
い

ま
す
。
近
年
H
U

天
敵
〈
イ
タ
チ

へ
ド
旬
、
夜
邑
均
等
u

の
減
少
に
よ

号
制
封
ヰ
ズ
ミ
件
州
大
変
増
え
て
お

り
、
中
箆
持
附
闘
機
作
物
を
食
物
欄
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
泳
中
や
火
、

精
潮
時
聞
を
つ
く
号
作
物
の
生
管
官

視
察
し
で
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
野
ネ
ズ
f
に
よ
る

絞
惨
な
時
間
・
た
ず
る
点
め
一
斉
即
刷

機
を
行
な
い
ま
す
の
で
ご
終
カ

〈
だ
さ
い
の

。
曲
持
品
緯
備
期
間
二
兵
十
九
日
か

ら
二
十
一
自
の
一
一
一
円
口
調

。
由
時
捻
広
袖
嶋
中
市
内
人
煎
縮
刷
滅

。
後
期
務
部
フ
ヲ
ト
i
h

日
深
意
事
演

。
仙
川
闘
紫
な
あ
げ
る
た
め
}
斉

に
脚
光
絡
し
て
い
た
だ
き
ま

す。

@
脇
町
ネ
J
X
Z
阿
鞘
臨
開
制
剤
は
人
や

制
郡
岬
閣
に
大
変
有
擦
で
す
り
で

取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

@
脚
腕
脇
陣
哨
究
施
後
母
綴
凶
料
品
川
険

ぞ
す
か
ら
二
溺
附
く
ら
い
立

ち
入
、
り
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
犬
や
家
畿
は
必
ず
つ

な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

出
陣
に
つ
い
て
は
災
前
対
絡
で
は

い
間
協
ワ
戦
総
事
欽
に
は
柏
崎
山
刈
い

た
し
玄
ぜ
ん
の
で
、
燃
料
期
し
な

い
と
k
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

働
ぎ
な
が
ら
勉
強
を

高
等
学
校
の
遜
億
総

営
問
等
学
校
遜
健
制
制
時
現
時
相
極

ハ
滋
控
回
数
管
〉
は
、
学
校
教
務

訟
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
会
R

縦
、
抑
品
昨
吋
織
と
金
く
悶
悶
む
学
習

内
容
色
卒
業
邸
職
務
を
も
っ
た
も

申
で
、
本
燥
で
は
、
県
立
宇
和
構

東
高
等
学
校
に
あ
ち
ま
す
。

こ
り
制
問
問
慨
は
胸
部
楽
に
従
戦
し

な
が
ら
ま
た
後
場
に
添
い
な
が

ら
品
割
強
し
よ
う
主
す
る
人
た
ち

の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の

で
、
出
持
液
学
期
日
を
主
と
し
て
、

終
月
一
日
開
問
佳
昭
揺
民
に
絞
締
紙
、
閉
口
年

僚
で
卒
業
で
き
ま
す
。

V
入
学
識
調
凶
畑
中
学
校
を
本
祭

し
た
も
の
二
ま
た
は
そ
れ
と

隊
等
以
上
の
銭
。
カ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
も
わ

V
闘
樹
勢
受
付
一
一
一
月
十
日
か
ら

閲
兵
九
詞
ま
明
、
〈
本
人
が
持

参
す
る
。
た
だ
し
挺
m
u
M
と
ゑ

綴
践
的
午
後
を
路
附
く
〉

V
醐質問
m

年
間
後
端
縦
割
打
、
教
材

等
あ
わ
せ
て
八
千
円
相
持
出
成

隔
制
縁
談
求
及
び
鉾
例
制
的
問
問
い

合
わ
せ
先
"
“
千
綿
織
出
航
批
判
町
子

楽
県
内
品
千
榔
燐
柑
胤
配
偶
等
学
校
泌
総

制
制
緩
闘
情
愛
詩

O
m悶匁一一
I
五

潟
九
二
一
三
日
…
議

。思い量塁線少なレ J護軍害。
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育
児
如
開
設

一
気
川
の
育
股
抑
制
脱
税
は
次
的
一

H

制
釈
で
行
な
い
ま
す
の
で
ど
判
利
減

〈
だ
さ
い
。

待
機
は
い
ず
れ
も
午
前
十
跨

か
り
す
一
時
一
一
一
十
分
ま
で
主
午

後
一
時
か
ら
一
以
降
ま
で
で
す
ω

749 




